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研究成果の概要： 

 共同注意を軸とした社会的認知の定型発達過程と発達障害の初期兆候を解明するために大規

模標本によるコホート研究を行った。現行のスクリーニングテストでは生後１８か月で自閉症

を検出できるが、高機能自閉症の識別力が低いことが明らかとなった。早期発見後のフォロー

アップとして実施した多職種による多段階の発達支援活動は就学までの移行支援に有効であり、

地域支援のモデルを提案することができた。 
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１．研究開始当初の背景 

少子化が進む日本の最大の社会的課題は

子どもの発達を巡る福祉・教育環境の充実で

ある。その中でも乳幼児期における障害児の

早期支援とその後の特別支援教育は喫緊の

国家的課題となり、発達支援法の制定や特別

支援教育の推進など新しい福祉・教育施策が

展開されてきた。早期発見に関しては、社会

的認知の定型発達過程と発達障害の初期兆

候の解明が学際的な研究課題となっている。

また、早期発見後のフォロー体制としては、

それぞれの地方自治体が地理的・文化的・

歴史的特色を生かして独自な工夫をしなが

ら地域社会総がかりで新しい時代に対応す

ることが期待されている 
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２．研究の目的 

本研究は、生後8ヶ月から就学期までの長期

にわたる縦断的コホート調査を実施し、共同

注意を軸とした社会的認知の定型発達過程を

解明する前方向視研究と、自閉症を中心とし

た広汎性発達障害（ＰＤＤ）などの障害が医

学的に確定診断された事例について後方視研

究を行うことによって、ＰＤＤの初期徴候を

解明することを目的としている。 

併せて、地域の医療，保健，福祉等の関係

機関と連携し，発達障害の早期発見並びに発

達障害のある幼児及びその保護者に対する相

談，指導，助言等の早期支援を行うことによ

って，早期からの総合的な支援の在り方につ

いて実践的な研究を実施し，早期発見後の効

果的な地域フォロー体制の構築も重要な目的

としている。 

 

３．研究の方法 

（１） 縦断調査の実施とデータ解析  

8ヶ月から就学後(84カ月)までの縦断データ

は毎年のコホート調査により蓄積されてい

る。これらの膨大なデータについて項目反応

理論により個々人の社会的認知能力の発達

的推移を分析し、発達支援への活用の在り方

を検討する。また、同様の視点から潜在成長

モデルによる分析を行い、自閉症スペクトラ

ム(個人差)の生成過程に関わる諸変数を検

討する。 

 

（２） 発達支援体制の構築  

早期発見後のフォロー体制として、1 歳半健

診後、要フォロー児にたいし段階的な発達支

援を実施する。母子相互作用を重視する生活

モデル型の支援においては最近注目されて

きた模倣・逆模倣などの発達論的アプローチ

の効果を検討する。さらに、一事例に多職種

の専門家が介入する集団集中方式の移行支

援キャンプを実施し、事例の特性・移行問題

への対処法、特別支援計画など包括的な支援

のあり方を地域で共有することを目指す。 

 

４．研究成果 

（１）共同注意の定型発達過程の検討：（前

向きコホート研究） 

生後 8 カ月から 18 カ月まで 2 カ月ごとに

縦断調査(n=5826)を実施し、標準化した共同

注意発達尺度を開発した。図１はその尺度に

基づいた調査対象児の共同注意得点の発達

的推移を示している。そして、共分散構造分

析により、共同注意は 4 つの発達段階がある

ことが明らかとなった。しかし、これらの共

同注意の発達の基礎にどのようなメカニズ

ムが潜在しているかに関しては、未だ解明さ

れていない。Campos(2000)の示唆を受けて

移動運動・物の操作との関連を検討した結果、

これらの要因も共同注意の発達に関与して

いることが分かった。 

 

 

 

 

 

 

４．研究成果 
 

 
 
 
 
 
      図１．共同注意の発達過程 
 

（2）発達障害の初期予兆の検討：（後ろ向き

コホート研究） 

 平成 12年より 1402名のコホート集団を生

後 8 カ月から 7 歳まで追跡調査をした結果、

10名の自閉症児と 4名の高機能自閉症児が発

見された。図２は項目反応理論により分析さ

れた各群の能力値（共同注意に関連するコミ

ュニケーションの能力値）である。生後 18

カ月になると自閉症群は定型発達群に比べ



 

 

有意に能力値が低く、共同注意や初期言語の

幾つかの項目が出現しないという共通点（初

期予兆）が明確になる。しかしそれ以前の月

齢では有意な差はない。また、高機能自閉群

と定型発達群はどの月齢においても能力値

に有意な差は認められない。つまり、このス

クリーニング法はまだ感度か低いという問

題点が示唆された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２．コミュニケーション能力の発達軌跡 
 
（３）発達支援体制の構築 

早期発見後のフォロー体制として、発達軸

に沿って多段階の発達支援体制を構築した。

これは、健診後の母子教室、個別療育、発達

支援相談、就学児移行支援キャンプ、就学相

談と 5歳児健診の合同事業、巡回相談、公開

講座などで構成されている。出生から就学ま

での発達軸に沿って多段階に、かつ、多職種

が協働するこの地域アプローチは「糸島プロ

ジェクト」として全国に知られてきた。この

地域支援モデルの現状と課題などについて

の詳細は、各種学会発表や国内外の論文・単

行本として公表した。また、糸島プロジェク

トの取り組みは文部科学省からも評価され,

前原市は平成 19年・20年「発達障害早期総

合支援モデル事業」の指定地区となった。さ

らに、平成 21年度は日本財団助成事業「発

達障害幼児等に対する支援ネットワークの

構築事業」の助成を受けることが決まってい

る。 
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